
 

3. その成果と評価 

3歳未満児のクラスでは、室内に低年齢児用ジム・ソフトを設置し、「のぼる」「はねる「滑

る」「超える」など運動遊びが日常的に繰り返し経験できるようにすることで、運動機能の

発達だけでなく、順番を待つ、友達の模倣をして遊ぶなど社会性も育ってきました。 

室内に設置することで、無駄に走り回ることが減り、動きが整理され、衝突などの危険も

少なくなりました。 

 3歳以上児では、大型の運動教具シンキングの基本的な使い方を繰り返し経験することで、

順番を守ったり、ルールの大切さに気づいたり、コミュニケーションを深めることができま

した。また、サーキット形式で繰り返し遊べるようにすることで、｢移動系｣「平均系」「操

作系」「非運動系」といった運動スキルをバランス良く身につけることができました。 

縦割りクラスでのサーキット遊びでは、年長児がお手本となり、どんどん自信をつけて自

己肯定感へと繋がっていけました。年下の子がいるとゆっくり進んであげたり、手を貸して

あげたりと思いやりの気持ちも芽生えたようです。参観日に保護者にサーキット遊びを見

てもらうことで、運動機能の成長だけではなく社会性や協調性などの育ちも見てもらう機

会となりました。 

子どもたちのサーキット遊びをし終えた満足そうな表情と「またしようね」という意欲的

な言葉からもよい成果を感じています。 

 

 

4. 今後の課題と展望 

 今回助成していただいた様々な運動遊具を生活の中に導入させていただき、どの年齢も

日々、効果的に体を動かして遊ぶことができています。 

0、1 歳児からの運動遊びをさらに充実させていき、心身共に成長していけるように、こ

れからも運動遊びを継続していくことが大切だと考えています。 

また、保育者がそれぞれの遊具の特徴を理解し、どんな組み合わせをすると遊びがどのよ

うに発展するか、子どもたちの発達にあった遊びの提供ができるように保育者の指導力を

高めていくことが今後の大きな課題だと考えています。 

子どもたちが「もっとやりたい」「こんなこともやってみたい」といった意欲を持って、

生き生きと遊べる環境を作っていきたいと思います。 

 

 

 

以上 
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○タイトル（保育計画） 

「遊ぶ・学ぶ・体験がこどもの栄養源」子どもたちに いっぱいの 夢と感動を！ 

 

○主な助成備品 

跳び箱、マット、ロイター板、トランポリン、靴箱 

 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

  当園では、子どもたちが健やかに成長していくには、「あそび」を通した人格形成が

幼少期には必要であるとの認識のもと、様々な体験活動を保育に取り入れている。ま

た、「あそび」の延長線上で無理のない教育的カリキュラムを実施している。 

  具体的には、「積木あそび」、「英語あそび」、「体育あそび」をそれぞれ月に２～４回

実施しており、集団でのあそびの中で自ら考え、創り出し、協力し合い、主体的に活動

する意識を育んでいる。また、それぞれの「あそび」の基本は年齢に応じた内容にして

いるが、当園では縦割り保育を進めており、子どもたちの間で上の子が下の子を思いや

る姿が見られるなど、単なる習得だけでなく人格形成の面でも成果が表れている。 

  今回、これらの活動をさらに発展させていく中で、特に「体育あそび」に必要な用具

が不足していることから、関係備品の整備・充実を図ることとした。 

  また、園庭に出る際の靴置き場が不足し、既存の靴箱も古かったので、新しい靴箱の

設置により保育環境の整備を図ることとした。 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

 ・跳び箱、マット、ロイター板 

  「体育あそび」におけるプログラムの一環として活用している。跳び箱は５段組にな 

っているので、既存の跳び箱（３段）、マットとの２系列でレベルに応じた使用方法

で実施している。ロイター板については跳ねるタイミングや勢いなどを体で覚えさせ

るため適宜使用している。 
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 ・トランポリン 

   ２メートル四方の大きさがあり、保育室に配置して「体育あそび」や土曜保育にお

いて活用している 

体幹を鍛えること、ジャンプが縄跳びの 

練習にもなることから、２か所ある手すり 

に手を添えて園児が交代で飛び跳ねるなど 

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・靴箱 

   ２階の部屋で活動する園児（２～５歳児）は外階段を利用して園庭に出るので、集

中を避けるため１・２階に分けて靴箱を設置した。２・３歳児は２階に、４・５歳児

は１階に設置している。 
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３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

   跳び箱に関する用具については、これまで跳び箱とマットの一式のみで、しかも跳

び箱の高さは 3段組であった。このため５歳児にとっては物足りない面があったが、

新たに５段組を購入したことで用途が広がり、レベルに応じた体育ができるようにな

った。また、ロイター板を活用することで大きなジャンプが可能になり、これまでう

まく飛べなかった子が飛べるようになった。飛べるようになったことが子ども達の自

信にもつながっている。 

   トランポリンについては、ジャンプするタイミングを身につけることで、体育のプ

ログラムにある縄跳びの訓練になると考えている。また、子ども達の体幹を鍛える訓

練にも役立つとされているので、今後ともうまく活用していきたいと考えている。 

   靴箱については、１階、２階に靴置き場を分けたたことで階段が込み合うことがな

くなり、避難訓練などでもスムーズに移動できるようになった。 

 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

   幼児期に体を動かし多くの「あそび」を経験することは、心身の健全な発達にとっ

て大変重要なことと考えている。また、一定の運動能力を身につけることは、子ども

達にとって大きな自信になるものと考えている。 

   当園では、「あそび」を通した人格形成、心身の成長に努めているが、これからも 

  子ども達の発達段階に応じた無理のない体育あそび、体験を通して、子どもの成長を

育んでいきたいと考えている。また、子ども達の学ぶことへの意欲の形成にもつなげ

ていきたいと考えている。 

   

以上 
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